
 

令和８年度女性活躍に関する業界団体の気運醸成イベント等企画運営業務 

公募型プロポーザル選定委員会審査に係る評価基準  
審査事項 係数 配点 

ア「女性を含む多様な人材の採用に関する勉強会」に係る運営業務（情報産業協会対象）（24 点） 

 会場確保 

◯ 実施会場は、イベント参加定員を十分に収容できる広さが
あるか。 

◯ イベントの開催目的に沿った会場装飾、演出等が提案され
ているか。 

２ 12 

 当日運営 
開催日当日の運営について、必要な人員を確保・配置し、突発的
なトラブルへの対応など、必要な危機管理体制を確保できるか。 

１ ６ 

 イベントレポート
作成 

イベント未参加の対象者に対して、女性活躍の推進に向けた取
組の必要性や重要性の理解を促進することができる広報手法と
なっているか。 

１ ６ 

イ「アクションプラン公表イベント」に係る運営業務（スーパーマーケット協会対象） 

 ①「アクションプラン公表イベント」の当日運営・記録・撮影等に係る業務（12 点） 

 当日運営 
開催日当日の運営について、必要な人員を確保・配置し、突発的
なトラブルへの対応など、必要な危機管理体制を確保できるか。 １ ６ 

 イベントレポート

作成 

イベント未参加の対象者に対して、女性活躍の推進に向けた取
組の必要性や重要性の理解を促進することができる広報手法と
なっているか。 

１ ６ 

 ②「アクションプラン公表イベント」の開催に必要な資材等の作成に係る業務（18 点） 

 【自由提案】 
横断幕等及びバッ
クパネルのデザイ
ン及び作成 

◯ イベントの趣旨が一目で理解できる内容となっているか。 
◯ 写真撮影を行う際に企業ロゴが視認でき、かつ参加者の目

を引く華やかなデザインとなっているか。 
３ 18 

ウ 「女性活躍推進気運醸成イベント」に係る広報・企画運営業務（県内企業対象） 

 ①「女性活躍推進気運醸成イベント」の広報に係る業務（18 点） 

 

【自由提案】 
チラシの作成、デザ
イン及び広報 

◯ イベント集客目標数 100 名（うち、会場参加者 50 名）を
達成できる提案となっているか。 

◯ 会場参加を促す広報手段となっているか。 
◯ チラシのデザインは、イベント参加対象者の参加への期待

値を高め、参加意欲を促す内容となっているか。 
◯ 企画趣旨・ねらい・広報媒体・掲載時期・掲載回数等の記

載があるか。 

３ 18 

 ②「女性活躍推進気運醸成イベント」の企画及び当日運営・記録・撮影等に係る業務（54 点） 

 

企画調整 

◯ イベントの企画内容は、参加者が女性活躍の推進に向けた
取組の必要性や重要性を認識することができる提案となっ
ているか。 

◯ 基調講演の登壇者は、対象者の興味を引くことができる人
物を選定しているか。 

◯ 登壇者が行う基調講演の要旨は、イベント全体の目的に適
した人物となっているか。 

◯ 当日のプログラムは、イベント全体の目的に適した内容と
なっているか。 

◯ 提案書には、基調講演の登壇者の選定理由や交渉状況・謝金
等が明記されているか。 

５ 30 

 
会場確保 

◯ 実施会場は、イベント参加定員を十分に収容できる広さが
あるか。 

◯ イベントの開催目的に沿った会場装飾、演出等が提案され
ているか。 

２ 12 

 当日運営 
開催日当日の運営について、必要な人員を確保・配置し、突発的
なトラブルへの対応など、必要な危機管理体制を確保できるか。 

１ ６ 

 イベント事後広報
資料の作成 

イベント未参加の対象者に対して、女性活躍の推進に向けた取
組の必要性や重要性の理解を促進することができる広報手法と
なっているか。 

１ ６ 



実施体制（12 点） 

◯ 業務の目的・事業内容を十分理解しており、目的の達成が期待できるか。 

◯ 業務に応じた適正な実施体制（責任者、人員配置、役割分担等、実施スケジュール）

となっており、業務を確実に実施することができるか。 

◯ イベントを円滑に運営するための事務局の運営体制が明記されているか。 

◯ 本業務に関する実施スケジュールは、適切かつ現実的なものであるか。 

２ 12 

類似業務実績（６点）   

同様の類似事業の実績が認められるか。 １ ６ 

経費の妥当性（６点） 

経費の内容は、業務内容に見合った額となっているか。 １ ６ 

評 価 値 合 計（150 点満点） 150 

※係数合計 25 点×最高評価値６点＝150 点満点 

評価値 ６ ５ ４ ３ ２ １ 

評価 
非常に 

優れている 
優れている 

やや 

優れている 
普通 

やや 

劣っている 
劣っている 

 

※要件  

全選定委員の評価の合計点が最低基準点 450 点（満点（750 点）の６割）に満たない提案は選定しない。 


